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NPO やましろ里山の会 週刊ニュース 1144 号 2026-7-2 

●里山農園の夜間昆虫調べ 第 3回目実施 6 月 27 日(土) 

27 日の夕方にブラックライトと白布を設置しタイマーにより点灯を行って、28 日の朝 4時ごろの

夜明けに集まってきている昆虫などの調査を行いました。前回(4/18・5/30)に比べて虫は多くな

く 8,000 匹から 1万匹程度が確認されました。この日は雨天気味で低温だったようです。羽蟻・

羽虫以外にはカミキリムシと甲虫類の 5匹ほどが飛来してきました。この調査は高校生の若者 2

人が農園の生き物を夜間の実態を調査してみたいということで里山の会の太田さんが諸準備を受

け持って援助をしています。翌日 28 日は標本にするということで 10 時に事務所に集まり作業を

しました。大変と思いますが貴重なデータが取れて豊かな普賢寺谷の自然を読み解ければ素晴ら

しいと期待がされます。 

 

●23 日からの降雨は京田辺市では時間雨量 50mm 近くの大雨になったと報道されたようです。 

地域的には山間部では相当な雨量だったと想像されます。里山農園の 3号地では 86 ㎝の深さの陥

没が発生し流れ集まってきた水が流れ落ち込んで地下水路(約 10m 程)を通過していることが発見

されました。落ち込み口の直径は 40 ㎝の大きな口が開いていました。これまで 10 年近く稲作地

を畑として活用してきましたが、これほど大きな陥没が起きるとは予想していませんでした。ま

して地下水路が出来ていること等考えも及ばない出来事でした。さっそく昨日森島さん、太田さ

ん、有田さん、金田さんが新しい水路の整備をおこなって流れ込み防止の対策を実施していただ

きました。この事故は今回初めて起きた事ではなくて永い間に今回のような豪雨を経て出来上が

っていたのではないでしょうか。地下水路ルートにあたる所では陥没地が起きているようです。

これまで重機やトラクターが落ち込む事故が起きていなくて幸いでした。この地域は危険な所と

した対応をしようと事務局会議で話し合いました。 

 

●神戸で震災から 30 年といわれ東北での震災から 15 年が経過し熊本・広島・能登で災害がありました。 
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満月兄弟の演奏「前を向いて歩こう」大いに盛りあがりました 
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町などの協力者などを集めて文字通り何もない被災者に届けてきました。直接現地に出かけた人

457 人、実施回数 34 回、人員輸送のバス走行距離 884,403km となりました。募金金額は 766 万円

を届ける物凄い支援行動でした。受け入れて頂いた気仙沼本吉民主商工会の元事務局員の熊谷よ

ね子さんのおたよりを紹介させていただきます。 

京都の車パンクした！気仙沼への支援が始まって間もなくのことでした。満載に積んだ支援物資の重さに、

タイヤが悲鳴を上げたのかも。とても心配したのに、遅れて遅れた皆さんは疲れも見せず、笑顔で来てくれまし

た。京都から東北の片田舎まで何十回と支援に通ってくださりどれほど励まされたか。どれほど多くの人々の

心を癒してくれたか、あの時の情景を思い出すたび、今でも鼻の奥にツーンとこみ上げてくるものがあります。

仮設住宅の一軒一軒にお米とお味噌が配られ、仮設の棚付けのサービスまで。声をかけ集会所に招き入れ足湯

でマサージ、お抹茶で心をとぎほぐし、手品やゲームで仮設の住民に笑い声が広がります。毎回のバザーはいつ

も大盛況で。段ボール箱が次々と空になり、被災された方が抱えきれないほどの品物を抱え満足そう。しかも

市内の至る所にある仮設住宅を、何回も何回も忘れずに訪問。民商祭りには京うどんのお店絵を出店し売り上

げは全額寄付！（なんという気風の良さ）宿泊場所も、狭くて窮屈、不便にも関わらず、仮設住宅に泊まっても

らい、住民に寄り添い励ましていただいたこと絶対に忘れられません。凄い団結力！強力なパワー集団！心優

しさ天下一品の集団！でしたよ。本当にありがとうございました。皆様のご健康と幸せを東北から祈ってお礼

に代えます。     

 

●国交省近畿地方整備局で河川協力団体の意見交換会が大阪で開催されました。 6 月 26 日(金) 

地下鉄谷町線の谷町四丁目駅の 5番の出口から上がりましたところ 2番出口が会場に番近かった

ので、遠回りになってしまい、1時間遅刻の参加で各団体の活動紹介は課題紹介からの参加とな

りました。近畿地方の協力団体は 26 団体で共通した課題は後継者問題で悩みながら活動を継続さ

れていました。そして親子での参加が課題解決の一つのヒントになるのではないかと強調され、

そしてイベントで分かった、見つかった段階で終わっていてはだめで、どうなっているのかなど

深めていくことが大切とされました。また、苦手な記録することも大切と強調されたのが印象に

残りました。里山の会の取り組んできた方向が正しかったとの自信になった集会でした。 

 

●やましろ里山の会結成 30 周年「記念の集い」11 月 15 日に開催と決定 

6 月初旬に 5年前にも在籍されていたとされる皆さんへ第 1回目の案内ハガキを郵送しました。

当時の会員把握が曖昧だったので多くの案内ハガキが配達不能とされて戻ってきました。またご

家族の方から電話で消息を届けていただきました。かなり正確な名簿が整いつつあります。記念

の集いの取組を通じて正確な資料が出来上がることを願って 2回目の案内ハガキ(約 800 通)の送

付を予定しています。いただいているメールアドレスについては大いに利用させていただき経費

の削減を図ってゆきますのでご協力をお願いいたします。 
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七月に咲く木津川の花 

ヒメヤブラン ナンキンハゼ 

ネムの木 ツユクサ オオニシキソウ 


